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○生産物情報 

 

分    類 ： 一般うるち米 

品    目 ： コシヒカリ 

商  品 名 ： 新潟県産コシヒカリ南魚沼米 

品  種 名 ： （コシヒカリ） 

栽 培 面 積 ： 453,800アール 

栽 培 区 分 ： 慣行栽培 

栽培方法備考 ： 平成１９年より「魚沼米憲章」を定め、「高品質・良食味米」の維持向上のため 

の１０か条と、「安全・安心の米づくり」に向けた５か条の実践を始めました。 

その中でも特に力を入れているのは、「消費者に最高の食味の魚沼コシヒカリを 

お届けすること」、「農薬・化学肥料の使用量を慣行基準より３割以上減らすこと」 

です。始まったばかりの取組みですが、地域生産者が一丸となって進めていきま 

す。 

 

ほ場の住所  ： 新潟県南魚沼市美佐島 

ほ場の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作    型 ： 露地 

 

使用予定資材 ： 平成１７年に市とＪＡの共同出資で南魚沼広域有機センターという堆肥製造施 

設が完成し、地域の農家に良質な完熟堆肥を供給しています。堆肥の原料は、 

酪農家の牛糞・しいたけの使用済み菌床・籾殻とすべて地元の資源を有効活用 

しています。 
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特    徴 ： 倉庫は低温倉庫が４ヶ所、準低温倉庫が１カ所、常温倉庫が２ヶ所あります。 

鮮度保持対策   常温倉庫の米は年内にはすべて出荷され、低温倉庫は年間を通じて温度１５℃、 

湿度７０％という米の保管に最適な条件に保たれています。また、３基あるカ 

ントリーエレベーターには、いずれもサイロクーラーを導入しているので、従 

来に比べて優しい乾燥と細やかな温度・湿度管理を実現しています。 

              

安全衛生対策 ： １．ＪＡに出荷する全生産者から栽培記録カードを提出していただき、集荷・ 

検査前にチェックをおこなっています。２．当地域はコシヒカリの作付け比率 

が約９５％とほぼ単一品種のみの栽培ですが、コンタミ（異品種混入）防止の 

ために、生産者にはコンバイン・乾燥機等の掃除を徹底するよう指導をおこな 

っています。３．平成１９年に完成したラック式倉庫は高度な区分管理が可能 

な機能を備えており、等級だけでなく生産者・食味・水分等による区分管理も 

可能になりました。 

 

アピール   ： さらに高品質で美味しいお米の栽培を目指すための励みとして、全生産者の出 

ポイント   荷米のサンプルを食味計と穀粒判別器で測定し、その結果を生産者にお知らせ 

しています。また、一般的な慣行栽培を中心にしながらも、環境に配慮した農 

業にも積極的に取り組んでいます。 

 

 

○出荷情報 

 

原    産    地 ： 新潟県  

出 荷 者 名 称 ： ＪＡみなみ魚沼農業協同組合 

写       真  
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配 送 方 法  ： トラック便 

 

 

○生産者情報 

 

生 産 者 名  ： ＪＡみなみ魚沼農業協同組合 

総耕地面積  ： 648,000アール 

作っている  ： 米、スイカ、椎茸、ユリなど 

農 産 物 

 

 

ホームページ ：  

 

https://www.ja-m-uonuma.or.jp/

